
財務諸表に対する注記
1.継続事業の前提に関する注記
　　該当事項はありません。

2.重要な会計方針
（1）有価証券の評価基準及び評価方法
　　　該当事項はありません。
（2）棚卸資産の評価基準及び評価方法
　　　該当事項はありません。
（3）固定資産の減価償却の方法
　　　定額法によっております。
（4）引当金の計上基準
　　　退職給与引当金…期末の要支給額の全額を計上しています。
　　　会館補修引当金…補修に要する額の見積り額を計上しています。
（5）消費税等の会計処理
　　　該当事項はありません。

3.会計方針の変更
　　　該当事項はありません。

4.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
（単位：円）

科目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
【基本財産】 0 0 0 0

小計 0 0 0 0
【特定資産】
表彰弔意積立金 2,024,245 903 0 2,025,148
退職給付引当資産 1,342,846 600 0 1,343,446
会館運営維持積立金 24,954,037 611,133 0 25,565,170
会館補修引当資産 9,402,581 3,955 556,050 8,850,486
口腔保健ｾﾝﾀｰ積立金 5,052,087 300,369 0 5,352,456
小計 42,775,796 916,960 556,050 43,136,706
合計 42,775,796 916,960 556,050 43,136,706

5.基本財産及び特定資産の財源等の内訳
（単位：円）

科目 当期末残高

（うち指定正
味財産からの
充当額）

（うち一般正
味財産からの
充当額）

（うち負債
に対応する
額）

【基本財産】
　－　 　－　 　－　

小計 0 　－　 　－　 　－　
【特定資産】
表彰弔意積立金 2,025,148 　－　 2,025,148 　－　
退職給付引当資産 1,343,446 　－　 　－　 1,343,446
会館運営維持積立金 25,565,170 　－　 25,565,170 　－
会館補修引当資産 8,850,486 　－　 　－　 8,850,486
口腔保健ｾﾝﾀｰ積立金 5,352,456 　－　 5,352,456 　－　
小計 43,136,706 　－　 32,942,774 10,193,932
合計 43,136,706 　－　 32,942,774 10,193,932

6.担保に供している資産
　　　該当事項はありません。

7.固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
（単位：円）

科目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高 備考
建物 59,600,000 44,700,000 14,900,000
医療機械 8,412,623 7,263,837 1,148,786
什器備品 9,805,630 7,761,880 2,043,750

合計 77,818,253 59,725,717 18,092,536

8．引当金の内訳並びに当期の増減額及び残高
（単位：円）

引当金の名称 前期末残高 当期増加額 当期末残高
目的使用 その他

退職給付引当金 1,342,846 600 0 1,343,446
会館補修引当金 9,402,581 3,955 556,050 8,850,486

合　　　　計 10,745,427 4,555 556,050 0 10,193,932

　附 属 明 細 書　

　　　１．基本財産及び特定資産の明細
財務諸表に対する注記に記載している

　　　２．引当金等の明細
財務諸表に対する注記に記載している

当期減少額


